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日本産カマバチ類の生態に関する比較研究

（10）ナカガワカマバチの発育

北　　村　　憲　　二＊

　　Comparat1ve　Stud1es　on　the　B1o1ogy　of　Drym1d　Wasps1n　Japan

1O）Deve1opment　of　P∫θ〃∂ogo舳〃oμ8力〃go〃　（Hymenoptera，Drym1dae）

　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　KITAMlURA

Ab就醐c也

　1．The　duration　of　deve1opment　from　egg　to　pupa　of　Rカ1go〃was42．5days

at20◎C　and160days　at32℃and　w1thm　these　extremes　at24◎C　and28oC　The

durat1on　of　deve1opment　at32oC　was　about1／3of　that　at20oC　No　de1ay　m　the

deve1opment　of1）カ1go〃was　observed　at32◎C　as　compared　to　the　dev’e1opment

at28oC．

　2　Deve1opmenta1zero　and　the　effect1ye　accumu1at1ve　temperature　m　the　per1od

from　the　egg　to　the　adu1t　emergence　of　Pヵ1go〃was138℃and2646degree＿

一days，respective1y．

　3．When　Rヵ1go〃parasitized8．1鮒o伽7α，the　duration　of　deye1opment　from

egg　to　pupa　at24◎C　was25．9days，a1㎜ost　the　same　as　onム．3〃α〃1㈱（26．1days）．

Th1s　spec1es1a1d　eggs1n　nymphs　of1〉’〃gθ〃8，but　these　eggs　d1d　not　grow

　　　　　　　　　は　じめに

　ナカガワカマバチP8α”ogo舳〃oヵ洲ノ〃8o〃（Naka－

gaWa）はヒメトヒウソカ　五σ0伽幼肋κ∫肋α勿〃洲

（Fa11en）とセソロウ1■カ3ogα勿〃α1伽α昨7α（HorYath）

の捕食寄生者として知られている　（中川，1906；

Moch1zuk11943，北村，1987）本種の生態については，

北村（1989）が飼育実験によって，ヒメトビウソカの幼

虫体内で若齢幼虫で越年することを見いだしているが，

この他のこ主は殆ど解明されていない．

　本報では，飼育実験によって，ナカガワカマバチの発

育と温度及び寄主の種類との関係を明らかにすることが

できたので，その結果を報告する．

　　　　　　　　　材料と方法

　松江市近郊の水田からセジロウソカを採集し，それに

　＊環境生物学講座

寄生していたナカガワカマバチを羽化させ，これを用い

て次の二つの実験を行った．寄主として用いたセジロウ

ソカ，ヒメトビウソカとトビイロウソカW”αヵα〃α肋

1昭伽3（St釦）は，室内で累代飼育したものである．

　（1）発育所要目数と温度との関係を明らかにするた

めに，交尾後の雌を各1頭ずつガラス管内（2cm×12

cm）に入れ，セジロウソカの3齢幼虫を与えて産卵さ

せた　寄生を受げたウソカを16時問照明，20℃，24℃，

28℃，32℃温度条件下で飼育し，各温度条件下におげる

ナカガワカマバチ終齢幼虫の寄主からの離脱目，踊化目，

羽化目について記録した．また供試したウソカの全個体

を，死亡後解剖して寄生の有無を確認した．なお，本種

は終齢幼虫になると寄主から離脱して，稲の茎葉などで

繭を紡ぎ，その中で蜻化する．

　（2）寄主の種類が本種の発育に及ぼす影響を調べるた

め，交尾後の雌を各1頭ずつガラス管内（2cm×12cm）

一60一



北村：目本産ヵマバチ類の生態に関する比較研究 一61一

に入れ，セジロウソカ，ヒメトビウソカとトビイロウソ

カの3齢幼虫をそれぞれ与えて産卵させた．寄生を受げ

たウソカを24℃，16時間照明条件下で飼育した．そして

終齢幼虫の寄主からの離脱目，蜻化日，羽化日を記録し

た．また供試した寄主はすべて死亡後解剖して，寄生の

有無を確認した．

　　　　　　　　結果と考察

1．発育と温度の関係

　セジロウソカを寄主として，異なった4つの温度条件

下で飼育したときのナカカワカマハチの発育所要目数を

第1表に示した．

　卵から嫡までのナカガワカマバチの発育所要目数は20

℃で42．5目，32℃で16．O目であった．他の温度条件下で

はこの範囲内にあった　発育所要目数は温度が高くなる

ほど短縮し，32℃では，20℃の約1／3となった．28℃と

32℃では発育目数に顕著な差は認められなかった．本種

では次の2種のカマバチ類と異なって発育目数の高温に

第1表 セソロウソカ3齢幼虫に寄生したナカカワカマハチの発育所要目数

発育ステージ
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注）A：成虫， L：5齢幼虫
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よる遅延が認められなかった．すなわち，クロハラカマ

ハチの卵から踊までの全発育所要目数は32℃では217目

（未発表）で，30℃の場合より遅延し（20．2日，北村，

1983），またトビイロカマバチでも32℃では高温障害と

思われる発育遅延が観察された（投稿中）．また羽化ま

での累積死亡率は20℃で840％，24℃で23．8％，28℃で

46．2％，32℃で2Z7％となり，32℃で最も低く，20℃で

最も高かった．クロハラカマバチやトビイロカマバチで

は高温条件下で死亡率が高かったが，本種では32℃条件

下においても発育遅延はみられず，死亡率も低いことか

ら，クロハラカマバチやトピイロカマバチより高温に適

応していると思われる．

　次に，第1表に示した20，24，28℃条件下における発

育目数から発育速度を求め，温度と発育速度の関係を第

1図に示した．さらに第2表にその回帰式，発育零点及

び有効積算温度を示した．3段階の温度から求めた発育

速度は第1図の回帰線に比較的よく適合し，発育速度は一

温度の上昇にともなって直線的に早まった．卵から成虫

羽化までの発育速度から求めた発育零点は138℃，有効

積算温度は264．6目度となった．

　本種の寄主離脱は大部分が寄主の5齢幼虫期に，一部

は成虫蜘こみられたが，発育所要目数には離脱時の寄主

のステージによる差はなかった．これはクロハラカマバ

チやトビイロカマバチとは異なる点である．

　2発育と寄主の種類との関係

　セジロウソカ，ヒメトビウソカとトビイロウソカを寄

主とした場合の発育所要目数を第3表に示した．

　これによると，セジロウソヵに寄生した時の発育所要
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飼育温度（℃）
寄主の5齢幼虫と成虫から離脱した個体を合わせて発育所要日数と発育速度を示した。

　　　発育所要日数　　⑳　発育遠度

第1図 ナカガワカマバチの発育所要日数並びに発育速度と温度との関係



北村：目本産カマバチ類の生態に関する比較研究 一63一

第2表 ナカガワカマバチの発育遠度の回帰式と発育零点並びに有効積算温度

発育ステージ 回　帰　式 発育零点（℃） 有効積算温度（目度）

卵一離脱前の幼虫

　　終齢幼虫

　　　踊
　　卵一蠣

Y＝α0116X－O．1591

Y＝O．0238X－O．3510

Y＝O．O075X－O．1020

Y＝O．O038X－O．0520

13，7　　　　　　　　　　　　　86．0

147　　　　　　　　　　　　42．O
13．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　133，6

13．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　264．6

第3表 3種ウソカに産卵されたナカカワカマハチの発育所要目数

　　　　　　供試
寄　主　　寄主
　　　　　個体数

卵から離脱前の幼虫までの
　　　発育所要目数

終齢幼虫の発育所要目数 蝿の発育所要日数

調査
個体数

平均（95％信頼隈界） 灘亀平均（・・焔頼限界）溺臨平均（・・焔頼隈界）
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目数はヒメトビウソカにおげる発育所要目数との問に一差

が認められなかった．トピイロウソカに対しては産卵す

るが，この卵は発育しなかった．セジロウソカとヒメト

ピウソカを寄主とした場合の羽化までの累積死亡率はそ

れぞれ23．8％，37．5％であり，これらの2種ウソカ問で

は累積死亡率も5％危険率で有意差は認められなかっ

た（P＞α05，X2検定）．この事実は，ナカガワカマバチ

はセジロウソカやヒメトビウソカだげに寄生していた水

田における調査結果（北村，1987）とよく符合した．
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摘

　1．セジロウソカを寄主として，20，24，28，32℃で

飼育した場合，卵から成虫羽化までの発育所要日数は，

32℃では20℃の約1／3となった．32℃での発育遅延は認

められなかった．

　2．卵から成虫羽化までの発育零点は13．8℃，有効積

算温度は264．6目度であった．

　3．ナヵガワヵマバチがセジ肩ウソヵに寄生したとき

とヒメトビウソヵに寄生したときでは発育所要日数に差

は認められなかった．また，本種はトビイロウソカには

産卵したが発育しなかった．
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